





















































































































































































































































































































































ワークシート（第 4時 1／ 2）
－ 89 －
（32）
ワークシート（第 4時 2／ 2）
ワークシート（第 5時）
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（33）
ワークシート（第 6時）
ワークシート（第 7時）
－ 87 －
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注
⑴　森田信義（1989）は「よくわかる（わからない）ところはどこか、またそれはなぜか」
と学習者に問いかけ、筆者の工夫を評価することに向かわせている。
⑵　河北騰（2008）の指摘する『大鏡』の執筆意図は以下の 3点である。①「傑れた政治家
で無類の幸い人藤原道長の、その栄華の生涯を賛美する点」②「かの六国史で中断したわ
が国の正史記述の、その欠を補う事も目的とされた点」③「年若い人達に、この様な古い
歴史などを知らせたい」
⑶　論者により「評価読み」「吟味読み」「批判的読み」「クリティカル・リーディング」等
の語が用いられているが、本稿ではとくに区別しない。
⑷　植山俊宏（2001）「説明文は、相手にその内容とその記述の際の筆者の思想（価値観）
を説得する役目も持つとしている」
⑸　ただし、『大鏡』は河北騰（2008）にあるように虚構性の強さが指摘されている。この
ことから書かれていること＝事実（史実）ではないということは学習者にも伝えてきた。
⑹　森田信義（1989）「教材研究の観点」井上尚美（1998）「批判的な読みのチェックリスト」
から示唆を得た。
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